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◆評価結果

◆評定区分

◆指定管理者評価基準（標準例）

市では、指定管理者制度の導入目的である「市民サービスの向上」や「コスト削減」などの効果を検証するた
め、施設ごとに所管グループによるモニタリングや指定管理者選定評価委員会による評価を行っています。
平成26年度の施設管理の実績に対する評価結果の内容をお知らせします。

◆評価の流れ
毎事業年度終了後、学識経験者や個々の施設に関する専門家や市民などで構成する第三者機関「指定管理者選
定評価委員会」が、指定管理者選定時の事業計画、指定管理者年度事業報告書、所管グループによる年度モニタ
リングの評価結果などに基づき、指定管理者評価基準により採点方式で評価しています。評定結果は、「指定管
理者評価基準」により評価された評価点を合算し、評定区分に基づき判定します。

「指定管理者評価結果」を公表します

問合せ先　□市財務グループ　☎52－1111（内線306）

特定非営利活動法人
高浜南部まちづくり協議会

Ａ

株式会社　図書館流通センター

特定非営利活動法人
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Ａ
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特定非営利活動法人　全世代楽習塾
特定非営利活動法人　くりっく高浜

社会福祉法人
高浜市社会福祉協議会

社会福祉法人
高浜市社会福祉協議会
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高浜市生涯学習施設
（体育センターほか８施設）

図書館、郷土資料館

高浜南部公民館

やきものの里かわら美術館

いきいき広場内
生涯現役まちづくり

グループ
（☎52-9873）

所管グループ
問合せ先

こども育成グループ
（内線362）

都市整備グループ
（内線287）

文化スポーツ
グループ

（内線330・331）

総合政策グループ
（内線366）

乃村工藝社・ＮＴＴファシリティーズ
美術館運営共同事業体

評価
割合

評価
区分指定管理者

Ａ

Ａ

高浜市生涯学習施設
（中央公民館ほか５施設）

施　　　　設

宅老所
（「じぃ＆ばぁ」ほか３施設）

南部ふれあいプラザ

高浜市公共駐車場
（三高駅西駐車場）

みどり学園

ＩＴ工房「くりっく」
全世代楽習館

施 設 整 備 の
維 持 管 理

総 則

区　　分

運営及びサービス
の 質 の 向 上

評価項目
施設の目的や基本方針の確立、職員の勤
務実績・配置状況　など

施設・設備の保守点検、清掃管理、警備
実績　など

利用実績、サービス水準の確保、事故防
止対策への取組み　など

指定管理者評価基準により評価された評価点の合計が５割以上８割未満
指定管理者評価基準により評価された評価点の合計が８割以上

指定管理者評価基準により評価された評価点の合計が５割未満
Ｂ（妥　当）
Ｃ（要努力）

Ａ（優　良）
評　価　区　分 評　　価
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問合せ先　□市 総合政策グループ　☎52－1111（内線365）

～　私たちの愛するまち「高浜市」を未来へとつなげていくために　～

自治基本条例検証委員会③　条例に込められた精神をいかしていくために…

「参画・協働・情報共有のガイドライン」（素案）を検討
自治基本条例は、みんなで力をあわせて「住んでよかった！」「いつまでも住み続けたい！」と思える高浜市をつ

くっていくために、高浜市のまちづくりに関する理念や基本的な仕組みを定めたルール。今年度が施行から５年目を
迎えることから、「自治基本条例検証委員会」（市民・学識経験者・副市長の計７人で構成）において検証作業を行
っています。各条文の精神をふまえた取組みが行われているか、各条文が現在の社会情勢に合っているか、運用して
みて不都合がないかについて「検証中間報告書」をとりまとめ、８月17日～９月14日に意見募集を実施しました。
（広報８月15日号参照）
また、検証作業と並行しながら、みんなで力をあわせて高浜市をつくっていくための行動原則「まちづくりの基本

原則」について、行政の基本姿勢を明らかにし、計画（案）の検討や事業の企画立案・実行など、職員が実践する際
の指針となる「参画・協働・情報共有のガイドライン」（素案）の検討を始めました。

◆自治基本条例検証委員会は傍聴可能です。
◆自治基本条例や自治基本条例検証委員会の
詳しい内容は、市公式ホームページのトッ
プページのバナー「高浜市自治基本条例」
をクリック！

■参画・協働・情報共有のガイドライン（骨子）

● 次回の検証委員会の予定 ●
とき　　１０月２０日（火）午後４時～５時３０分
ところ　市役所　第２会議室（４階）
「検証中間報告」に対する市民意見と、意見に対する行政の
対応案について報告し、「検証報告書」をとりまとめます。

◎市民の想いをいかした市政運営・まちづくりを
実現することができる。

◎満足感・納得感を高めることができる。
◎市政運営・まちづくりの課題・目標が共有される。
◎市政運営・まちづくりの理解者・応援者が増える。

参画の原則 協働の原則 情報共有の原則

市民の声をいかした市政運営を進
めるため、事業の企画立案・実行な
ど、さまざまな場面で市民が主体
的に関わることができる機会をつ
くっていきます。

【基本姿勢】
①目的に応じた有効な手法を、複
数実施

②開催日時や場所、条件など、参
画しやすい配慮・工夫

③参画機会に関する情報を発信

【手法（例）】
ワークショップ、委員会・審議会、ア
ンケート、パブリックコメント（意見
募集）、市民意見箱、常設型住民投
票制度　など

高浜市を「住んでよかった！」と思え
るまちにしていくため、公共的な課
題は、市民・行政がそれぞれの持ち
味をいかし、力をあわせて解決し
ていきます。

【基本姿勢】
①目的や連携・協力方法を明確に
②お互いの特性を理解・尊重
③役割分担を明確に
④ふさわしい手法を選ぶ
⑤活動成果・課題を振り返る

【手法（例）】
事業協力、実行委員会、後援・共催、
補助・助成、委託　など

まちづくりは、まちの情報を知るこ
と、課題を共有することから始まり
ます。みんなで力をあわせていく
ためには、情報共有・情報交換が欠
かせません。

【基本姿勢】
①市民の「知りたい」に応えられる
よう、わかりやすく発信
②複数の手法を使って、タイミン
グよく発信
③対話・キャッチボールを大切に

【手法（例）】
広報たかはま、ホームページ、フェ
イスブック、メールマガジン・ネット
ワーク配信、会議の公開、説明会・
意見交換会　など

参画・協働・情報共有を進めていくと…
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